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今月のことば ～苦悩を生むもとを知る－智慧①～ 京洛支部主任 森田安希子 

今月は、京洛支部の森田が担当させて頂きます。 

 会長先生は「自分の中に真理を認識して判断する力

－智慧がある」と気づき、その「智慧」を日々の生活

の折々にはたらかせることが、仏弟子である私たちが

「智慧を頂く」ということにほかなりません、と教え

て頂きました。 

 コロナ禍以前の私は、お役も家庭も心身ともに落ち

着かない日々を送っていました。 

 会員さんのお話にも耳を傾けず、佼成を配達し、連

絡事項をお伝えするだけのお手取りでした。あるご命

日の時、教会長さんから、お一人、おひとりの幸せを

念じ、願いをもって一日一日を大切に生かさせて頂く

ことを学ばせて頂きました。「本当にそうだ！」と思い、

即、お手取りに行かせて頂きました。 

 

 会員さんの中には、電話も聞こえず、LINE もできな

い方もおられます。その方に合わせて、バスを乗り継

いでお出会いに行かせて頂いています。 

家ばかりにいて「しんどい」ばかり連発される会員さ

んをお手取りしています。その方は、立て続けにご両

親を亡くされ沈んでおられました。少し落ち着かれて

からお出会いに行くと「主任さんの来て下さるときは、

いつも両親の命日が多いなあ」と言われます。押しつ

けにならないように、喜んで感謝のご供養ができるよ

うにと「ご両親とご先祖さまのご供養ができるといい

ね」と投げかけさせて頂きました。すると、思いが 

通じたのか、「一年間、ご供養を頂きたいです」と思わ

ぬお返事を頂きました。はじめは、仏供膳もなく、お

戒名を書くのが精一杯で、終わると半日以上寝込んで

しまう方でしたが、誓願され、毎月、ご供養を頂かれ

る中、お役の方に一つずつ丁寧に教えて頂かれ、実践

されました。御宝前も、家の中も、体調も整ってきて、

今では、教会健幸行、ご命日にお願い参りやお礼参り

に自宅から自転車で来て下さるようになりました。教

会に来て、明るくサンガのみなさんに温かく触れ合っ

て頂き、喜んで帰られる姿を見ると本当に嬉しく思わ

せて頂きました。 

 

 我が家は、現在４人暮らしです。会員さんのおかげ

さまで、我が家にも功徳を頂きました。現在、娘の別

居中の夫が、週に一度孫を遊びに連れ出してくれます。

娘はそのことに対し、何の反応もありませんでした。

先日孫が返ってくると、「今日は、父さんとどこに行っ

てきたん？」とポツリと聞いていました。今までの五

年間で初めての変化です。私は、飛び上がらんばかり

に嬉しく思いました。 

 このことを通して、素直に受け止め、多くの智慧を

頂き行動することで、心も体も豊かになることを学ば

せて頂きました。 

 智慧は、頂くばかりでなく、現象を通して自らが気

づき感じるものと受け止め、これからも精進してまい

ります。 

 

あなたのお仕事を教えて下さい ～中央支部 武元利真さん～ 

Ｑ：仕事先はどちらですか。 

Ａ：京都市内にある児童館 

Ｑ：どのような仕事内容ですか。 

Ａ：学校から帰ってくる小学生たちに宿題を教えたり

外の公園で遊んだり、トランプやブロックなどの

室内遊びを一緒にしています。 

小学生が帰ってくるまでの間は、掃除や洗濯、週

に一回行っている幼児教室の準備をし、11 時か

ら 12 時まで幼児教室を行います。 

Ｑ：仕事中に心掛けていることがあれば教えて下さい。 

Ａ：遊んでいる子供たちがケガをしそうな危ない動き 

をしてないか注意する。これは前職の建設の現場

監督の安全管理をしていた影響でクセになってい

ます。 

子供の言っていることに徹底的に耳を傾ける。特

に耳を傾けるは子供のケンカの仲裁をする時はど

ちらの言い分も最後まで聞いた上で、仲裁します。 

私自身子供だった時、大人にちゃんと話ができな

くて、くやしい思いをしたことがあり、子供たち

にそんな思いはさせたくないという気持ちからそ

ういう行動を取る事を心掛けています。 

令和４年、私たちは「どこでも道場 祈り祈られ 笑顔と涙によりそおう」を実践して参ります。 

京都教会のホームページが出来ました。https://rkk-kyoto.jp/ 
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